




















































































































2024 年度入学者用　奨学金案内（大学院予約） 39

度
制
金
学
奨
与
貸

等
順
手
込
申

（3）第二種奨学金と入学時特別増額貸与奨学金（30万円を選択した場合）
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参考２　機関保証制度の「保証委託約款」
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二

独立行政法人日本学生支援機播が行う学資の貸与に係る保証委託約款

（保証の委託）
第1 条 私は、独立行政法人日本学生支援機福（以下「機構」という。）か

ら奨学金の貸与を受けるにあたり、公益財団法人日本国際教育支援協会
（以下「協会」という。）に保証を委託します。

（保証の範囲）

第2条 私が、協会に委託する保証の範囲は、私が機構との間の返還誓約書
（兼個人信用情報の取扱いに関する同意言）、確認言兼個人信用情報の取

扱いに関する同意書等（以下「返還誓約書等」という。）により締結する
奨学金貸与契約に基づいて、機構から貸与を受ける奨学金の元金、利息

及び延滞金の債務（以下「奨学金返還債務」という。）とします。
2 前項の保証の期間は奨学金の貸与の開始から奨学金返還債務の返還の完
了までの期間とし、奨学金貸与契約の定めるところにより貸与又は返還

の期間が変更される場合は、保証の期間も同様に変更されるものとしま
す。

（奨学金貸与契約の遵守）

第3条 私は、協会の保証を得て奨学金の貸与を受けるにあたっては、この
約款のほか、奨学金貸与契約に定められた条項を遵守し、奨学金返還債

務については、機構に対して期日に遅滞なく返還します。
（保証料等）
第4条 私は、協会の保証により奨学金の貸与を受けるときは、協会が定め

る保証料算出方法による保証料（以下「所定の保証料」という。）を協会
の定める期日に支払います。その支払の方法は、私が貸与を受ける奨学

金から所定の保証料の額を機構が差し引きこれを機構が協会に送金する
方法とし、この場合、所定の保証料の額を差し引いた奨学金の残額が私

に交付された時点で、当該差し引かれた額の保証料に係る私の支払の義
務は履行されだものとします。ただし、第一種奨学金（海外大学院学位
取得型対象）及び第二種奨学金（海外）の貸与を受ける場合を除き、私

の申出に基づき、所定の保証料を私が直接協会に支払う方法によること
ができることとし、この場合の申出及び支払の方法等については、協会
の定めるところによるものとします。
2 前項ただし書きの方法をとる場合に、私が保証料の払込みを怠ったとき
は、協会はこの保証委託を解除することができるものとします。また、
協会は保証料の払込みがない旨を機構に通知するものとします。
3 私が、協会に保証を委託する前に奨学金貸与契約に星づき機構から貸与
を受けた奨学金がある場合には、この額に対応するものとして協会が定

める保証料算出方法による保証料を協会の定めるところにより原則一括
して協会に支払うものとします。

4 私が支払った保証料について次の各号に掲げる揚合においては、協会が
定める保証料の返戻を受けることができるものとします。だだし、返還

完了までの問において私が延滞した場合、私が当初の約定と異なる返還
をした場合等は、協会は返戻しないことがあるものとします。なお、次
の第1 号、第2号及び第3号の場合の返戻される金額は、返戻に要する経

費を差し引いた額とします。
(1)私が、繰上返還又は機構から返還を一部免除される等により、定額返

還方式においては奨学金貸与契約により貸与終了時に定まる最終の返還
期日となるべき日、所得連動返還方式においては所得に連動しだ割賦金

を約定どおり返還した際に最終の返還期日となるべき E3 （貸与終了後に
機関保証に加入した者については、定額返還方式においては当該加入時
における最終の返還期日となるべき巳、所得連動返還方式においては所

得に連動した割賦金を約定どおり返還した際に最終の返還期日となるべ
き E3) 前に奨学金返還債務の履行を完了しだとき。

(2) 私が、機椙から奨学金の返還を全額免除されたとき。

(3) 私が、保証料の過払いをしだとき。
(4) 違算により保証料の過払いがあったとき。

5 保証料の返戻の方法は、奨学金振込口座又は返還金自動引落し□座への

入金によるものとします。ただし、前項第2号に定める全額免除のうち、
死亡による免餘の場合は、申請者の届け出だ口座への入金とします。

（保証の効力）

第5条 協会が行う債務の保証は、私から書面による保証委託及び所定の保
証料の支払があり、かつ、私が機構と奨学金貸与契約を締結のうえ、奨

学金の交付を受けることにより効力を生するものとします。
（保証の形態）

第6条協会が行う保証の形態は、連帯保証とします。

（届出事項）
第7条 私は、保証期間中に氏名、住所、電話番号又は勤務先等届出事項に

変更があったときは、直ちに機構を通じて協会に届け出ます。
2 前項の届出を私が怠ったために協会から私あての連絡又は送付書類等が
延善し又は到達しなかった揚合には、当該変更前の住所、電話番号等に
通常到達すべきときに到達したものとします。

（調査）

第8条 私は、この保証に関して、法令等で認められる範囲で、私の財産、

収入、信用等について協会から調査を受けても異議を述べないものとし
ます。

（保証債務の履行）

第9条 私が、機構に対する奨学金返還債務の履行を怠っただめ、協会が機
構から保証債務の履行（以下「代位弁済」という。）を求められた場合には、

協会は私に対し伺ら通知することなく、協会と機構との間の包括保証契
約書の規定に基づき代位弁済をすることができるものとし、代位弁済を

行った場合にはその旨を遅滞なく私に通知するものとします。
2 協会の前項の弁済によって機構に代位する権利の行使に関しては、奨学
金貸与契約のほか、この約款の各条項が適用されるものとし、協会は権
利の行使方法を速やかに私に提示するものとします。

（求償権の範囲）

第1 条 私は、協会が前条第1 項の規定により代位弁済をしだときは、前
条第2項により提示された権利行使の方法に応じて、その弁済額及び求償

に要した費用を直ちに協会に返済します。

2 私は、前項の規定により返済すべき金額について協会が代位弁済を行っ
だ日の翌日から私が当該金額を協会に返済する日までの日数に応じ、弁

済すべき金額に対して年1 パーセントの割合の遅延損害金を協会に支払
います。この場合の遅延損害金の計算方法は、年36 日の日割計算とし
ます。

（求1賞権についての返済期限の猶予）
第11 条 私が、次の各号のーに該当する場合は、協会は前条第1 項及び第2

項に基づく返済債務に係る返済期限を猶予することができるものとしま
す。

(1) 災害又は傷病によって返済が困難となったとき。
(2) 高等専門学校、大学、大学院又は専修学校の専門課程等に在学するとき。

(3) 外国の学校又は研究所若しくは研究機関において研究に従事するとき。
(4) 生活保護法による生活保護を受けているとき。

(5) その他真にやむを得ない事由によって返済が著しく困難となったとき。

2 前項各号の猶予期間は次のとおりとします。
(1) 第2号に該当するときは、その事由が継続する期間

(2) その他の各号のーに該当するときは、 1 年以内とし、更にその事由が

継続するときは、願い出により重ねて 1 年すつ延長することができるもの
とします。ただし、第3号又は第5号に該当するときは、協会が更に延長

する必要を認めた揚合を除き、それらを通じて5年を限度とします。

（求l賞権についての返済免除）
第12条 私が死亡し、又は精神若しくは身体の障害により労働能力を喪失
し、その返済債務の履行ができなくなったときは、私又は私の相続人は
返済債務の全部又は一部の免除を受けることができるものとします。
2 私が精神又は身体の障害により労働能力に高度の制限を有し、その返済
債務の履行ができなくなったときは、私は返済債務の一部の免除を受け
ることができるものとします。

（返済期限の猶予及び返済免除の手続）

第13条 第11 条に基づく返済期限の猶予及び前条に基づく返済免除は、協
会の定めるところにより、私又は私の相続人から所定の証明書類を添え

て協会に願い出があっだとき、協会において審査のうえ、これを行うか
を決定するものとします。

（返済の充当順序）
第14条 私の返済する金額が、この保証委託から生じる私の協会に対する

債務の全額を消滅させるに足りないときは、協会が適当と認める順序・
方法により充当することができるものとします。

（業務の委託）

第1 条 私は、協会が私に対して有する債権の回収を第三者に委託しても

異議を述べません。
（公正証言の作成）

第16条 私は、協会の請求があるときは、この契約に係る債務の履行につ
き、直ちに強制執行に服する旨の文言を記載した公正証書の作成に必要

な一切の手続をします。
（管轄裁判所の同意）

第17条 私は、この契約に関して紛争が生じた場合は、協会を管轄する裁
判所を管轄裁判所とすることに同意します。

（個人情報の開示、訂正及び削除）
第18条 私は、協会に対して、協会が保有する私自身の個人情報を開示す

るよう請求できるものとします。
2 開示請求により、万ー登録内容が不正確又は誤りであることが明らかに
なった場合、私は、当該清報の訂正又は削除の請求ができるものとします。

（代位弁済後の完済等の情報の提供）
第19条 私は、機措から奨学金貸与を受けるにあたり同意した返還誓約書

等又は同人（言用情報の取扱いに関する同意書に基づいて、機構から協会
に対し返済債務の完済等の情報の提供依頼があった場合、完済等の情報

を協会から機構に提供することに同意します。

（注）本約款は 年4月時点のものです。関係規程等の変更により改正後の規定が適用される場合もありますので、予めご承知おきください。



申込みに関するお問合せ先

０５７０-６６６-３０１
月曜日～金曜日 9:00～20:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

日本学生支援機構奨学金相談センター
奨学金に関する一般的なお問合せの相談窓口です。

おぼえ書き

ホームページの便利なコンテンツ

学校から指定された申込期限や書類提出日等を記入して、提出もれなどのないようにしておきましょう。

申込関係書類の学校提出期限 スカラネット申込入力期限

スカラネット申込完了時の受付番号

）  　 （ 日　　　 月 でま時 　　）  　 （ 日　　　 月

― ―

日本学生支援機構のホームページにおいて、随時情報を提供しています。
奨学金に関するお問合せは、まずホームページをご覧ください。

貸与奨学金の種類、貸与月額、利率など
さまざまな条件で、将来の返還額や
返還回数の試算ができます。

地方公共団体や企業による奨学金返還支援
奨学金の返還額の一部又は全額を支援している地方公共団体・企業があります。

【申込情報の保護について】
申込みは、インターネット（スカラネット）により行います。
日本学生支援機構では、ネットワーク上での電子データ授受のセキュリティを確保するために「認証局」（※）に加入し、インターネット
での情報の漏洩や盗難については最新の暗号化通信方式を採用することによって高度なセキュリティ対策をとっています。
※認証局：ネットワーク上での通信相手が本物であることを証明するためのデジタル証明書を発行する第三者機関で、デジタル情報に対し
てデータそのものの正当性の確認や、持ち主や送り主の確認のために必要な機関です。

ご提供いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は、機構の奨学金支給業務及び奨学金貸与業務（返還業務を含む。）及び在籍す
る学校での授業料等減免業務のために利用されます。この利用目的の適正な範囲内において、当該情報（奨学金の返還状況に関する情報
を含む。）が、学校、金融機関、文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供されますが、その他の目的には利用されません。
機関保証加入者については、機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に提供されます。また、行政機関及び公益
法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は、適正な範囲内においてあなたの情報が提供されます。

詳しくは日本学生支援機構のホームページにて確認してください。

奨学金https://www.jasso.go.jp 検 索

奨学金貸与・返還シミュレーション

奨学金のよくある疑問や質問をチャット
ボット等で解決できるQ&Aサイトです。お電話
でのお問合せの前に、是非ご活用ください。

奨学金相談サイト

あなた個人の奨学金情報の閲覧や継続願等の
手続きを行うことができるシステムです。採用されたら
必ず新規登録してください。以前に奨学金の貸与を
受けた方は、返還明細を確認することもできます。

スカラネット・パーソナル（スカラPS）

地方公共団体による奨学金の
返還支援（地方創生）

企業による奨学金返還支援
（代理返還）
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